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１．はじめに  

 東京地下鉄株式会社（以下「東京メトロ」という.）では，土木構

造物の維持管理である検査を,「鉄道構造物等維持管理標準」1)等に

基づき，目視や打音で実施している．（写真－１）しかし,労働人口の

減少が予測されており,人材の確保が課題となっている.また,検査

員の持つ経験や知識により熟練検査員と経験の浅い検査員（以下「新

規検査員」という．）では,新規変状（新たに発生した記録すべき変状）

の発見や検査行動に差が生じている課題もある．検査員の個人差を

極力無くし検査の精度を保つためには,新規検査員の教育が重要あ

る．しかし育成には多くの時間を要するとともに，現場での経験に大

きく影響される事が課題であった．課題解決策の一つとして，熟練検

査員の行動を可視化し新規検査員の教育に利用するため，センサーで取得したデータを活用した熟練検査員

と新規検査員の行動パターンの違いを分析したので報告する． 

２．センサの種類  

 行動パターンの収集には視線の注視領域や顔の動き,点検者視点の映像を取る視線センサの他，人の動きを

取るモーションセンサなど８つのセンサを用いて行動データの収取を行った（図―１，２）．また点検中の様

子をビデオカメラとＩＣレコーダーで記録した．センサデータについては文献２）３）を参照． 

３．データ収集状況  

 データの収集には現場経験５年以上の検査員２名と現場経験３か月の検査員１名の３名を被験者として設

 
図－２ モーションセンサ Perception Neuron Pro． 

図は，Perception Neuron Pro Catalog 

（https://www.aiuto-jp.co.jp/support/file_89.php）を一部改変 

 
図－１ 視線センサ Tobii Pro Glasses 2.  

図は，Tobii Pro Glasses 2 の開発者ガイドより抜粋

（https://www.tobiipro.com/ja/product-listing/tobii-pro-glasses-2-api/） 

 

写真－１ トンネル検査状況 
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定した．データ収集場所は,東京メトロの営業線であるトンネルとし,通常

行っているトンネル検査と同じ条件とした．被験者に,視線センサ,モーシ

ョンセンサ等を取付け（写真－２）,選定した場所で一人一人検査を実施し,

その行動パターンを記録した（写真－３）．この時,特に注意した事項とし

て,バイアスが掛からないよう,他の被験者の実験の様子は見せないことと

した.また，被験者は実験後すぐに,点検時の映像（ビデオカメラ）と検査

記録（検査用タブレット）を確認し「何を見ていたのか」,「なぜ打音をし

たのか」など，点検行動に対する点検者の意図を記録した． 

４．分析結果  

 トンネルの点検では目視点検と打音点検が多くの割合を

占めることから，取得した点検行動データの視線行動と人の

動きを用いた分析を実施した．分析の結果，熟練検査員と新

規検査員では視線の注視領域や同一箇所での打音点検範囲

に大きな違いがあることが分かった．（図－２）また，新規検

査員は過去変状の記録に影響を受けやすく新規変状の発見

精度も低い傾向にあることや，熟練検査員同士でも点検行動

の差がみられた.この差が経験による暗黙知である可能性が

あると考えられる． 

５．まとめ  

 今回，視線センサとモーショ

ンセンサを用いて分析を実施し

た．分析の結果，熟練検査員と

新規検査員の点検行動はセンサ

を用いて判別が可能であること

が分かった．今後，熟練検査員

の経験による行動データを拡充

するため，多くの熟練検査員の

行動データの取得を行ってい

く．また，点検行動データをＡ

Ｉに学習させることで，検査員

の点検行動の判別や視線センサ

の映像から変状領域を提示する

ＡＩを構築し検査員の教育への

利用していく予定である． 
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図－２ 視線センサ・モーションセンサによる取得データ例 

 
写真－３ 点検時の状況 

 
写真－２ センサ取付状況 
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